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島根県立大学大学院看護学研究科博士後期課程キックオフ講演会
看護職、その発達の軌跡
― 学位取得の意義の確認 ―
舟島なをみ
新潟県立看護大学　教授／研究科長
本学大学院博士後期課程　非常勤講師
島根県立大学出雲キャンパスにおいて，平成 30 年 10 月 6 日（土），島根
県立大学大学院看護学研究科博士後期課程キックオフ講演会を開催した。
ここでは，その講演会の概要を紹介する。
１．学校教育法，大学院設置基準等に見る博士
後期課程の目的
日本の看護系大学は 263 校で（平成 30 年 4 月
現在），博士前期課程（修士課程）開設は 175 校
（66.5％），博士後期課程（博士課程）開設は 94
校（35.7％）である。また，博士後期課程を開設
している 94 校は，公立 28 校（29.8％），国立 30
校（31.9％），私立 36 校（38.3％）である。
教育に関する主な法律には，日本国憲法，教
育基本法，学校教育法，大学・短期大学設置基
準，大学院設置基準がある。そこから，学士課
程，博士前期課程，博士後期課程，それぞれの
教育目的を理解するためのキーワードを表に示
した。いずれの課程においても，“研究”と“職
業”について，その目的を理解することができ
る。“研究”について確認すると，学士課程は『研
究を学修するための導入教育』，博士前期課程は
『研究者養成の基礎教育』，博士後期課程は『研
究者養成の完成教育』である。
博士後期課程（博士課程）
博士課程は，専攻分野について，研究者と
して自立して研究活動を行い，又はその他
の高度に専門的な業務に従事するに必要な
高度の研究能力及びその基礎となる豊かな
学識を養うことを目的とする。
（大学院設置基準　第四条）
博士前期課程（修士課程）
修士課程は，広い視野に立って精深な学識
を授け，専攻分野における研究能力又はこ
れに加えて高度の専門性が求められる職業
を担うための卓越した能力を培うことを目
的とする。
（大学院設置基準　第三条）
学士課程
職業人養成にとどまることなく，自由で民
主的な社会を支え，その改善に積極的に関
与する市民や，生涯学び続ける学習者を育
むこと，知の世界をリードする研究者への
途を開くことなどである。
（中央審議会答申：学士課程教育の構築に
向けて，2008.）
表　教育目的を理解するためのキーワード
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２．日本の看護系大学院を修了した看護学博士
の学位を持つ看護者にとっての学位取得の
意義
学生Ａの事例を通して，学位を取得してどの
ように発達していくのか確認した。まず，看護
学士課程では「職業人教育（看護職養成教育）と
よりよい社会作りに貢献できる健全な市民とな
るための教育」を受けて卒業し，臨床でジェネ
ラリストとして経験を積み，進学した。博士前
期課程では「高度の専門性を求められる職業を
担うための卓越した能力を獲得するための教
育」，博士後期課程では「高度の研究能力，豊か
な学識を必要とする高度に専門的な業務に従事
できる能力の修得に結び付く教育」の軌跡が確
認できた。また，高度の研究能力と豊かな学識
を必要とする高度に専門的な業務として，以下
の紹介があった。
・大学教員
・医療政策の提言に関わる看護職者
・看護部長・副院長
・医療を必要とする立場から医師や多職種と対
等な立場で責任を担える人材
・国際的な活動への関与
最後に，博士論文として承認を得られた研究
２件の紹介があった。
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当日は，博士前期課程や後期課程で学んでい
る人，臨床の管理者，教職員等の参加があった。
質問にも丁寧に答えていただき，立場の異なる
参加者一人ひとりが，舟島先生から「メッセー
ジを受け取った」と感じる講演であった。改め
て，学士課程，博士前期課程，博士後期課程，そ
れぞれの目的について理解でき，学位取得の意
義を認識することができた。
